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テーパテーパ付き付きＴ型アンカーによる緊張力Ｔ型アンカーによる緊張力

アンカーのテーパ部によ
り、鉄筋に図の矢印方向
の緊張力を与え、一体化
を図るシステムです。

プレストレス力を導入で
きる。

◇第１段階（線で圧着補強）











ホゼン材中塗り完了後できる限り養生した後、注入
器具の頭に左上図の圧力タンク付き樹脂プラグを取
り付け、超低粘度エポキシ樹脂を低圧注入する。注
入された樹脂は主筋の裏側まで浸透し、鉄筋と、あ
らかじめ入れておいたカッター溝を伝い、微細な空
隙及びひび割れに浸透していきます。

超低粘度エポキシ樹脂の効果

より密な補強断面に仕上がり、既設床版との確実な一体化が可能となります

既設床版

増厚部
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溝 注入器具

鉄筋

樹脂の浸透経路

◆確実な補強

◇第３段階
（全断面で一体化補強）





ポリマーセメントモルタル（ホゼン材中塗用：♯10）

耐蝕性ライニング材（中塗り用）
特徴 ： 防錆効果、塩害抑制効果、優れた接着力、低透水性

凍結融解抑制効果、中性化抑制効果
用途 ： 床版下面増厚の厚塗り、コンクリート欠損部の修復

耐久性の向上耐久性の向上 とと 曲げ強度の増進曲げ強度の増進

1/101/10の粒子径の粒子径

◇第２段階
（面で接着補強）
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＜建設省土木研究所構造橋梁部橋梁研究室＞

道路橋床版の輪荷重走行試験における
疲労耐久性評価の開発：共同研究（Ｈ１０年）

確実な補強の検証その１
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RC8：版厚25cm

Sホゼン式

下面補強工C

下面増厚工B

下面増厚工A
確実な補強の検証その１



破壊時の載荷重と載荷回数（比較）

建設省土木研究所 共同研究報告第233号より引用

版厚25cm255,649回275kN（２８ｔｆ）RC８（現行）

（二方向）145,012回216kN（２２ｔｆ）下面補強工C

172,000回235kN（２４ｔｆ）下面増厚工B

172,874回235kN（２４ｔｆ）下面増厚工A

205,078回255kN（２６ｔｆ）Sホゼン式工法

備考載荷回数破壊時荷重工法名

確実な補強の検証その１



試験後の各試験体の状況
（６等分に切断面の検証）



破壊後の状況
Sホゼン式工法 下面増厚工法A 下面増厚工法B

確実な補強の検証その１



高知県：石見橋高知県：石見橋

◇施工事例◇施工事例

広島県：信高橋広島県：信高橋 山口県：新開橋山口県：新開橋

鋼桁橋 ＲＣ橋 ＰＣ橋（間詰部補強）









スーパーホゼン式工法スーパーホゼン式工法

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

日本建設保全協会日本建設保全協会

【【実績数実績数】】

スーパーホゼン式工法スーパーホゼン式工法 ３３橋３３橋
ホゼン式工法ホゼン式工法 １１８橋１１８橋


